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季節は巡って春は訪れたのですが、東北地方は、東日本大震災の傷跡が深く、心はずっと冬のま
まです。命を失った皆々様のご冥福を心からお祈り申し上げます。避難が間に合わず津波に飲み込
まれた人々、無惨にも押しつぶされ流された家屋、被災地の方々の苦しみや悲しみは計りしれませ
ん。また、原子力発電所による放射線漏れという難題も発生しました。
大きな不安をかかえながらも、明日への希望に向かって前進していかなければなりません。心と

力を合わせ、復興に向けてオール日本で頑張っていきたいものです。

社会教育アドバイザーと仕事の紹介

平成２３年度がスタートしました。今年度の社会教育アドバイザーは、下記の
４名です。北・中央・南の各教育事務所に１名ずつと県生涯学習センターに１名
の計４名です。
社会教育アドバイザーは、社会教育活動や家庭教育の支援にかかわる仕事をし

ております。お手伝いすることがありましたら、遠慮なく声をお掛けください。

北教育事務所 小林 礼子 ０１８６－６２－１２１７
中央教育事務所 齊藤 正博 ０１８－８６０－３２４２
南教育事務所 石川喜美子 ０１８２－３２－１１０１
県生涯学習センター 津谷ゆき子 ０１８－８６５－１１７１

知恵と勇気、不屈の精神を、子どもたちに！

東日本大震災に見舞われた東北地方です。被害の甚大さに震撼させられました。
小さな子どもたちの命も情け容赦なく奪われました。家族を亡くし避難所暮らし
の子どもたちもいます。子どもたちの心が押しつぶされることなく、笑顔を取り
戻す日が一日も早く訪れることを祈ってやみません。
大災害に見舞われても冷静に行動する日本人、困難の中にありながらも助け合

う日本人の姿が海外から高く評価されました。そして、海外からも温かい励まし
のメッセージや支援が届いています。日本人であることを誇りに思います。家庭
教育、社会教育、学校教育の歴史の中で育まれてきた「日本人の心」がいざとい
う場面でも生きているのではないでしょうか。教育の大切さを痛感しました。
被害の少なかった秋田県ですが、子どもたちは、震災による停電、燃料・食料

不足を経験し、新聞やテレビ報道で地震や津波の恐ろしさを知らされました。そ
して、日本全体が一つになって復興に向かって歩み始めるという経験をしています。この経験を決し
て無駄にすることなく、危機に対応する力を身に付けてほしいと思います。
どんなことがあっても、命を大切に生きていかなければならないこと、困ったときは、思いやり助

け合い励まし合って生きていくこと、どんなときもひとりぼっちではないということ、あきらめず知
恵をしぼって困難を乗り越えていかなければならないこと、希望を捨てず一歩一歩前進していくその
先に道が開けるということなど、たくましく生きぬくための知恵と勇気、不屈の精神を我々大人が子
どもたちに教えていかなければいけないことだと思います。
平成２３年４月２０日現在、秋田県では被災地から子どもたちも３１２人(小学校１５３人、中学

校３９人、高等学校１４人、特別支援学校６人、保育所・幼稚園１００人）受け入れております。心
身共に成長する大事な時期の子どもたちです。健やかな日々を過ごさせてあげたいものです。
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厳しい時代を生き、復興の大きな力となる子どもたちを真剣に育てるために！

被災し若い命を失った子どもたちの冥福を心から祈りながら、身近にいる子どもたちを真剣に育て
ていかなければならないという思いを強くしています。「子は親の鏡」は、よく知られている詩です
が、今一度、子育ての参考にしていただきたいと思い、次に掲げてみました。

「みんなで学び・育てる家庭教育支援事業」より 「学校・家庭・地域を結ぶ総合推進事業」より

秋田県家庭教育支援制度「我が社は家庭教育 未来を担う子どもたちの健やかな成長を願い
応援団」では、働く親たちへの家庭教育支援が 学校・家庭・地域がそれぞれの役割と責任を自
行われており、平成２３年４月１日現在、７８ 覚して、地域全体で子どもの教育に携わりまし
企業・団体が登録しています。 ょうという取組で、その成果は全県的に広まっ
参観日や PTA、学校行事に参加しやすい職場 てきております。

環境づくりをしたり、子どもと過ごす時間を増 主な事業は、「学校支援地域本部事業」と「放
やすために、職場ぐるみで地域行事に参加した 課後子ども教室推進事業」です。コーディネー
り、ノー残業デーを実施したり、家庭教育に関 ター役の人材が配置され、効果的な活動が展開
わる研修会などを開催したりしています。 されている市町村も増えてきました。

～「虹色」の発行に寄せて～
平成２３年度も社会教育・家庭教育・女性教育情報「虹色」を発行いたします。関係機関に配付の

ほか、秋田県生涯学習センターの受付窓口にも置いています。目を通していただければ幸いです。
また、県生涯学習センターと県生涯学習課のホームページにも掲載しておりますので、機会があり

ましたらご覧ください。各号には、県生涯学習センター所長の俳句を掲載いたします。四季折々の風
情や情景、心情などを味わっていただけることと思います。
瑞々しい感性を失わず情報提供できるよう努力して参りますので、よろしくお願いします。

子

は

親

の

鏡

ド
ロ
シ
ー
・
ロ
ー
・
ノ
ル
ト

石

井

千

春

訳

け
な
さ
れ
て
育
つ
と
、
子
ど
も
は
、
人
を
け
な
す
よ
う
に
な
る

と
げ
と
げ
し
た
家
庭
で
育
つ
と
、
子
ど
も
は
、
乱
暴
に
な
る

不
安
な
気
持
ち
で
育
て
る
と
、
子
ど
も
も
不
安
に
な
る

「
か
わ
い
そ
う
な
子
だ
」
と
言
っ
て
育
て
る
と
、
子
ど
も
は
、
み
じ
め
な
気
持
ち
に
な
る

子
ど
も
を
馬
鹿
に
す
る
と
、
引
っ
込
み
じ
あ
ん
な
子
に
な
る

親
が
他
人
を
羨
ん
で
ば
か
り
い
る
と
、
子
ど
も
も
人
を
羨
む
よ
う
に
な
る

叱
り
つ
け
て
ば
か
り
い
る
と
、
子
ど
も
は
「
自
分
は
悪
い
子
な
ん
だ
」
と
思
っ
て
し
ま
う

励
ま
し
て
あ
げ
れ
ば
、
子
ど
も
は
、
自
信
を
持
つ
よ
う
に
な
る

広
い
心
で
接
す
れ
ば
、
キ
レ
る
子
に
は
な
ら
な
い

誉
め
て
あ
げ
れ
ば
、
子
ど
も
は
、
明
る
い
子
に
育
つ

愛
し
て
あ
げ
れ
ば
、
子
ど
も
は
、
人
を
愛
す
る
こ
と
を
学
ぶ

認
め
て
あ
げ
れ
ば
、
子
ど
も
は
、
自
分
が
好
き
に
な
る

見
つ
め
て
あ
げ
れ
ば
、
子
ど
も
は
、
頑
張
り
屋
に
な
る

分
か
ち
合
う
こ
と
を
教
え
れ
ば
、
子
ど
も
は
、
思
い
や
り
を
学
ぶ

親
が
正
直
で
あ
れ
ば
、
子
ど
も
は
、
正
直
で
あ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
る

子
ど
も
に
公
平
で
あ
れ
ば
、
子
ど
も
は
、
正
義
感
の
あ
る
子
に
育
つ

や
さ
し
く
、
思
い
や
り
を
も
っ
て
育
て
れ
ば
、
子
ど
も
は
、
や
さ
し
い
子
に
育
つ

守
っ
て
あ
げ
れ
ば
、
子
ど
も
は
、
強
い
子
に
育
つ

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
家
庭
で
育
て
ば
、

子
ど
も
は
、
こ
の
世
の
中
は
い
い
と
こ
ろ
だ
と
思
え
る
よ
う
に
な
る


